
山梨県のブドウべと病防除における
ベトファイター顆粒水和剤の使用について

山梨県果樹試験場 環境部 病害虫科
綿打　享子

Kyoko Watauchi

１．	はじめに

山梨県のブドウ栽培面積は 4,290ha、生産量は
50,600ｔ（平成 21 年）で、本県果樹では最も大きな
生産規模となっている。

主要品種は、「巨峰」1,460ha、「デラウエア」
902ha、「ピオーネ」534ha であり、その他に「甲州」
や「甲斐路」といった欧州系品種などがある。

近年のブドウ栽培における本県の主要病害とし
て、晩腐病とべと病があげられる。晩腐病につい
ては、全国的にも被害が増加しており、本県でも
1999 年以降多発傾向が続いている。特に、巨峰群
品種や「甲斐路」などで被害が多く、防除に苦慮

している。べと病については、2008 年以降、開花
期～幼果期における降雨の影響等により、欧州系
品種の花穂や幼果での被害が増加しており、特に
2010 年はブドウ全般で多発した。ここでは、本県
の主要病害のうち、べと病の発生状況と、ベトファ
イター顆粒水和剤の使用について紹介する。

２．	ブドウべと病について

葉、花穂、幼果のいずれの部位でも発病が認め
られる。葉でははじめに輪郭のはっきりしない淡黄
色の斑点であるが、その後葉の裏に白色で毛足の
長いカビを生ずる（写真１）。
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写真１. 葉におけるべと病の症状 写真３ . 果房での症状（小豆大期）

写真２. 花穂での症状（開花期） 写真４.  果房での症状（大豆大期以降）



開花期の花穂では、白色のカビを生じた後褐変
し、花ぶるいを起こす（写真２）。幼果期のはじめ
に発病すると果実の表面に白色のカビを生じるが

（写真３）、大豆大期以降の果粒ではカビを生ずるこ
とはなく、鉛色になり、ひどいものはミイラ化する

（写真４）。
発病が葉よりも花（果）穂に多く認められるよう

な年は被害が大きくなる。また、葉での発病が多く
なると早期落葉するため、果実の着色不良などの
品質低下を招く。

一般的に欧州系品種での被害が大きく、開花期
前後（５月下旬）～７月頃までの間に降雨が多く、
雨や露で濡れた花（果）穂や葉が乾きにくいような
気象条件の時に発病が多い。

　

３．	ブドウべと病に対するベトファイター
顆粒水和剤の防除効果

本病の初発時期は天候に左右されるため年次に
より異なるが、本県では５月上旬の展葉５～６枚時
から予防的に薬剤散布を実施している。生育期前
半はホセチル水和剤、キャプタン水和剤、マンゼ
ブ水和剤、シモキサニル・ファモキサドン水和剤等
の予防薬剤を概ね 10 日間隔で散布している。しか
し、天候不順等により散布タイミングを逃し、前回
からの散布間隔があいた場合や、圃場周辺部など
の散布ムラ、散布量不足などによってもべと病が発
生する事例が見受けられる。このため、現場では、
発病後でも被害を最小限に抑えることができるよう
な薬剤が求められている。

そこで、2010 年に潜伏感染時（発病前）および
発病後のブドウべと病に対するベトファイター顆
粒水和剤の防除効果について、鉢植えの「甲斐路」
を用いて試験した。その結果、潜伏感染時（発病前）
では、ベトファイター顆粒水和剤では高い防除効果
が認められた（表１）。また、発病後散布（薬剤散
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布時の発病葉率が 100％、発病度 100）では、A 水
和剤の防除効果は認められなかったが、ベトファイ
ター顆粒水和剤では、高い防除効果が認められた

（表２）。試験１および２から、室内試験ではあるが、
ベトファイター顆粒水和剤は、べと病の潜伏感染時
および発病後に散布した場合でも、防除効果が認
められると推察された。

4．	ベトファイター顆粒水和剤の果粒汚染
および果粉溶脱への影響

べと病菌は「甲斐路」等の欧州系品種では、果
粒の大きさが大豆大期でも感染することから、露地
栽培が中心の本県では、展葉初期から果房を被袋
する時期（栽培地域にもよるが、巨峰群品種で６月
中下旬、欧州系品種の「甲斐路」で７月上旬：い
ずれも大豆大期）までがべと病の防除の重要な時
期となっている。

ブドウの場合、果粒肥大期の薬剤散布は、果粒
の大きさによっては、収穫期に果粒の汚染や果粉
の溶脱（薬液により果粉の形成が阻害され外観が
まだら状になる）等の問題が発生する。このため、
果粒肥大期に使用する薬剤については、収穫期の
果実品質に影響がでないような最終散布時期を把
握しておく必要がある。そこで、「巨峰」および「甲
斐路」を用いて、ベトファイター顆粒水和剤の散布
時期と収穫期における果粒汚染および果粉溶脱に
ついて調査した。「巨峰」では、大豆大期以降（粒
径平均：縦 18.4㎜×横 16.7㎜）の散布では実用上
問題となる果粒汚染および果粉溶脱が認められた。

「甲斐路」においても大豆大期以降（粒径平均：縦
17.2㎜×横 14.5㎜）の散布で実用上問題となる果粒
汚染および果粉溶脱が認められたことから、両品
種とも果房への使用時期は小豆大期までと考えら
れた（表３、４）。
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5．	山梨県におけるべと病防除薬剤の現状

本県では、べと病、晩腐病等の基幹防除薬剤と
して、ストロビルリン系薬剤を使用してきたが、
2009 年にはべと病に対して効果が低下する事例が
みられ、耐性菌が確認された。また、2010 年には
これまで防除暦の注意事項欄に記載してきたマン
ゼブ・メタラキシル水和剤の一成分メタラキシルに
ついても耐性菌が確認されている。

耐性菌の発生に伴い、対策として、2010 年度の
防除暦からストロビルリン系薬剤単剤（アゾキシス
トロビン水和剤、クレソキシムメチル水和剤）を、
2011 年度の防除暦からマンゼブ・メタラキシル水
和剤を削除したが、ブドウの隣接園に立木類（モモ、
スモモ、オウトウ等）が多い本県では、べと病専用
剤は立木類に作物登録がないため、ドリフトの問題

などから使用するのが難しく、実際は限られた薬剤
で防除暦を組み立てているのが現状である。

このような状況下で、2011 年は、開花期となる
５月下旬の降雨により一部地域でべと病の発生が
みられたが、隣接の立木に飛散しないよう、ベトファ
イター顆粒水和剤の散布を指導することで、発病
の進行を抑えることができた。その後は天候も回復
し、2010 年のようなべと病の多発は回避された。

ベトファイター顆粒水和剤は、現場からの強い要
望により、2012 年度の果樹病害虫防除暦（注意事
項欄）に採用となったが、使用にあたっては、飛散
防止および耐性菌対策に留意するよう喚起してい
る。ベトファイター顆粒水和剤は、本県のブドウ栽
培においては、使用をはじめてまだ間もない薬剤で
あるため、今後も長く使い続けていけるよう、適正
な使用を心がけていきたい。
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